


































































































































































































ディス・バトラー (Butler 2005) に倣い、「他者」との関係性の中に避け難く
埋め込まれている「倫理的暴力」や「呼び掛け」のプロセスにおいて、逐次
構築されていく「行為遂行体」として言語と記号の中で
、 、 、 、 、 、 、 、
形成されもので、ま
た、「象徴的媒体」として時空を超えて









































































































、 、 、 、
」によって
、 、 、 、
、人間に何らかの十全性を与えてくれる






























































































































































































































、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
ものであり、かつ、
潜在的排除という作用と仮説の循環を伴う









、 、 、 、 、
を組み立てることを迫り潜在的排除の要求を強いる媒体




、 、 、 、 、 、 、 、
、自己は創造性






































































、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
を生み出
すものである。しかし、こうした、特定の人々との対話という継続した時間
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
の流れで行われるような相互交流の場が減少してきている
























































































































































































































































































































































⑸ 　 「ハビトウス (habitus)」はラテン語の habere（持つ）の派生語で、英語
の have、フランス語の avoir の語源。フランスの文化人類学者でもあり社
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